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⑦列状間伐 

育林の低コスト化に向けた戦略 

伐採 

下刈 

間伐 搬出 

地拵 

植栽 

※3,000本/haから
2,000本/haへ 

②コンテナ苗の導入 

※植付工程の改善 
植栽時期の拡大 

①一貫作業システムの導入 

※作業の効率化 
地拵の省略 

④効果的なシカ防護対策 

➅効果的な路網整備 

⑤下刈の省略 

1 

③植栽本数の削減 

密接にリンク 

※下刈り回数の削減 

※防護ネットの斜め張り 

※林業専用道 
 森林作業道の整備 

育林に係る伐採から列状間伐までを一連の要素として関連付けることにより、
効率的な作業体系を構築します。 

※かかり木の予防 
  作業工程の改善 
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① 一貫作業システムの導入 (1) 
一貫作業システムとは 
伐採から造林までを一体的に行う作業工程 

伐採・搬出（夏～冬） 地拵・植付（春又は秋） 

伐採・搬出・植付   （１年目下刈省略） 

従来の作業工程の例 

一貫作業システムの工程の例 

伐採から植付まで
を一括して発注 

コンテナ苗の採用により植付適期が広がり、伐採直後の植付が可能に 
植付を考慮した全木集材、フォワーダによる苗木・シカ防護柵の運搬により、地拵
を省略し、植付にかかるコストを大幅に削減 
伐採から間を置かず植えるため、雑草が繁茂するまでの時間が長くなり、下刈り回
数の削減が可能 
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Ｃ3 C2 C1 

⑤下刈の省略 

C3:植栽木が植生高を上回る 
下刈終了 

C2: 植栽木と植生高が同じ 
下刈検討 

C1: 植生高が植栽木を上回る 
下刈実施 

（国研）森林総合研究所との共同研究 

年数にとらわれず下刈の要否を厳格に
判断し、真に必要な箇所のみ実施 

無下刈試験地（植栽後２年） 
岡山森林管理署三光国有林 
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